
電話 076-233-7217

Fax 076-233-7375

Email usric@neting.or.jp

〒920-1167

石川県金沢市もりの里1-149-302

2010/09

(株)アスリック

ｈttp://www.neting.or.jp/usric

2010/09

(株)アスリック

ｈttp://www.neting.or.jp/usric
設立以来、ロゴマークらしいものとしては、

本紙裏（本欄右頁）のイラストを使用してきま

した。ただ、名刺や封筒などロゴマークとして

用いるべきところには使ってきませんでした。

来年、設立１５年を迎えるにあたり、弊社の

ＣＩを再創造することにしました。それが、右

下のシンボルマークです。

青系の色は透き通った志

を表し、たおやかな稜線か

ら輝かしい日が昇るイメー

ジに、夢を形にするお手伝

いをする私たちの意志：ア

スリックの漢字表記「明日

裡空」を重ねました。さら

に、昇りつつある日には、

陰陽を表す太極図の意匠を秘め、ものごとの本

質に迫り、歴史を重んずる意思も込めさせて頂

きまた。また創業以来、掲げさせていただいて

きたキャッチフレーズも少し判りやすく「あし

たの空に、ビジョンをしめす」とし、起業や産

業開発、地域再生計画など、これまでも・これ

からも地域振興・再生への立志をされた方々の

願いをビジョンや、事業として形あるものにす

るお手伝いをすることを、改めて宣言すること

にしました。

これを機会に、これらの思いを盛り込んで、

名刺を全く新しいデザインに致しました。新し

く出逢った方のみならず、既にお名刺を交換さ

せていただいている方にも、新しい名刺の印象

ともども、私どもの業務内容・姿勢についても

ご感想をお聞かせいただければと存じます。

ご縁を頂き、日本各地域を元気にしたい。そ

の都度ではなく、持続的に元気の標となるもの

を、ご一緒に打ち立てたい。それが我々の望み

であり、願いです。

引き続き、宜しくお願い致します。（は）

編集室から

このニュースは、計画に携わる若手の技術
者を育てることを目的に発行を始めました。

その後、計画という仕事の内容や、普段、
計画マンがどのようなことを考えているのか
などに触れて、少しでも業界を知っていただ
ければと考えて編集しています。

能登・薬師の里にて

by hama
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濱
の
つ
ぶ
や
き

『

あ
る
変
革

』

ツ
イ
ッ
タ
ー
と
か
、
つ
ぶ
や
き
と
い
う
言
葉
を
目
に
す
る
機
会
が

増
え
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
で
は
今
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
革
命
が
進
行
し
て
い
る
。

そ
れ
は
、
わ
ず
か
百
四
十
字
で
情
報
を
伝
え
る
仕
組
み
。
あ
た
か

も
、
街
中
で
情
報
が
流
れ
る
電
光
掲
示
板
を
個
人
が
所
有
し
て
、

ネ
ッ
ト
上
に
発
信
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
無
料
で

い
く
ら
で
も
利
用
で
き
る
。

中
に
は
、
政
府
の
各
種
委
員
会
の
席
上
か
ら
討
論
の
内
容
を
そ
の

ま
ま
実
況
中
継
風
に
流
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
耳
目
を
集
め
た

仕
分
け
会
議
等
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
流
さ
れ
た
内
容
と
、
後
ほ
ど
マ
ス

コ
ミ
が
流
す
内
容
が
余
り
に
も
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
て

以
来
、
マ
ス
コ
ミ
へ
の
信
頼
も
揺
る
が
し
始
め
て
い
る
。

か
な
り
早
く
か
ら
登
録
し
て
眺
め
て
は
見
た
も
の
の
、
一
方
で
、

流
さ
れ
て
い
る
情
報
は
、
今
何
を
食
べ
て
い
る
と
か
、
何
処
に
行
く

な
ど
、
他
人
に
と
っ
て
は
ど
う
で
も
良
い
こ
と
が
殆
ど
で
あ
る
。
余

程
の
暇
人
で
無
い
限
り
、
大
勢
の
人
々
が
流
す
「
今
」
情
報
を
一
々

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
、
何
故
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
々
が
夢
中
に
な

る
の
か
判
ら
な
い
で
い
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
商
売
上
手
に
！
な
ど
と
銘
打
っ

た
セ
ミ
ナ
ー
も
開
か
れ
て
い
る
。
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
予
想
外
の
商
取
引

が
成
立
し
た
事
例
な
ど
が
登
場
し
、
複
数
書
籍
化
も
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
解
説
を
注
視
し
て
気
づ
い
た
事
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
の
成
功
事
例
は
、
常
時
膨
大
な
情
報
を

発
信
で
き
る
利
点
を
活
か
し
、
発
信
者
本
人
の
人
柄
を
売
る
こ
と
、

な
ぜ
町
お
こ
し
を
し
た
い
と
思
っ
た
の
か
？

私
の
故
郷
、
新
冠
（
に
い
か
っ
ぷ
）
は
日
高
地
方
の
真
ん
中
。

サ
ラ
ブ
レ
ッ
ト
で
有
名
な
町
で
す
。
今
か
ら
二
年
前
、
小
学
校
九

校
の
う
ち
七
校
が
廃
校
に
な
り
ま
し
た
。
母
校
も
廃
校
に
な
り
、

寂
し
さ
と
悔
し
さ
を
覚
え
ま
し
た
。

そ
の
年
の
冬
、
母
が
入
院
。
毎
月
北
海
道
へ
見
舞
い
に
通
い
ま

し
た
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち
、
町
の
合
併
が
な
く
な
っ
た
と
知
り

新
冠
が
残
る
こ
と
へ
の
喜
び
と
一
緒
に
、
将
来
へ
の
不
安
も
残

り
ま
し
た
。
次
の
夏
。
母
が
他
界
。
葬
儀
に
集
ま
っ
て
く
れ
た
町

の
人
達
に
包
ま
れ
な
が
ら
、
思
い
ま
し
た
。

こ
の
町
の
為
に
、
私
が
出
来
る
こ
と
は
何
だ
ろ
う
？

沢
山
の
魅
力
が
あ
る
こ
の
町
に
、
も
っ
と
輝
い
て
も
ら
い
た

い
！
！
何
か
役
に
立
て
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

私
は
新
冠
が
大
好
き
で
す
。
私
を
育
て
て
く
れ
た
こ
の
町
と
、

こ
の
町
の
人
達
に
感
謝
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ

町
お
こ
し
を
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

私
の
夢
を
叶
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
新
冠
に
住
ん
で
い
る
父

の
夢
も
叶
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

今
年
七
十
歳
に
な
る
父
に
は
ロ
グ
ハ
ウ
ス
を
建
て
て
民
宿
を

し
た
い
と
い
う
夢
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
ロ
グ
ハ
ウ
ス
に
使
う
木
材
は
、
冬
眠
し
た
木
を
皮
つ
き

の
ま
ま
使
い
ま
す
。
出
来
あ
が
っ
た
ロ
グ
ハ
ウ
ス
に
ゲ
ス
ト
が

泊
ま
る
と
、
春
と
間
違
え
た
木
が
芽
を
出
し
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

な
ん
に
も
な
い
森
の
中
に
生
き
た
ロ
グ
ハ
ウ
ス
。
ド
ラ
ム
缶
を

切
っ
た
だ
け
の
五
右
衛
門
風
呂
と
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
流
れ
る
湧
水

が
あ
る
、
そ
ん
な
民
宿
を
父
は
や
り
た
い
と
夢
見
て
い
ま
す
。

私
は
考
え
ま
し
た
。「
町
の
中
に
父
以
外
に
も
色
ん
な
夢
を
持

っ
て
い
る
人
が
い
る
は
ず
だ
。
そ
の
人
達
の
夢
が
叶
っ
て
い
っ
た

ら
、
ど
ん
な
に
魅
力
的
な
町
に
な
る
だ
ろ
う
？
新
冠
の
人
達
自
身

が
、
や
り
た
い
こ
と
を
実
現
し
て
毎
日
幸
せ
に
生
き
生
き
と
輝
い

て
い
た
ら
、
ど
ん
な
に
素
敵
な
町
に
な
る
だ
ろ
う
？
そ
ん
な
新
冠

を
訪
れ
た
人
に
も
き
っ
と
喜
ん
で
も
ら
え
る
は
ず
だ
。
」
と
。

町
の
内
側
と
外
側
で
影
響
し
あ
い
、
協
力
し
あ
っ
て
町
づ
く
り

を
し
た
い
！
！
一
人
一
人
の
夢
を
叶
え
て
行
く
こ
と
で
町
を
作
っ

て
い
き
た
い
！
！

新
冠
が
輝
き
だ
し
た
ら
北
海
道
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
り
北
海

道
の
人
達
を
輝
か
せ
て
い
き
た
い
！
！

ア
イ
デ
ア
や
方
法
が
な
か
っ
た
り
、
勇
気
や
行
動
力
が
不
足
し

て
い
る
、
そ
ん
な
夢
が
あ
る
は
ず
だ
。
新
冠
や
北
海
道
が
大
好
き
だ

か
ら
、
私
は
役
に
立
ち
た
い
！
！

そ
の
第
一
弾
と
し
て
、
今
年
五
月
十
四
～
十
六
日
に
初
め
て
の

ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。
東
京
、
横
浜
、
能
登
か
ら
参
加
し
て
い

た
だ
い
た
メ
ン
バ
ー
は
私
を
含
め
て
八
名
。
全
て
の
人
に
百
％
以

上
の
満
足
度
を
感
じ
て
も
ら
え
る
ツ
ア
ー
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
参
加
者
の
皆
様
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
私
自
身
も

町
の
新
し
い
発
見
を
し
て
、
ま
す
ま
す
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
九
月
の
連
休
十
八
～
二
十
日
に
第
二
回
目
の
ツ
ア
ー
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

一
人
か
ら
始
め
た
夢
だ
け
ど
、
一
人
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
一

人
で
も
や
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
る
夢
だ
け
ど
、
沢
山
の
人
と

一
緒
に
叶
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
ら
、
心
か
ら
幸
せ
で
す
。

親
近
感
を
産
む
こ
と
が
で
き
た
事
に
起
因
し
て
い
る
こ
と
だ
っ
た
。

物
余
り
の
今
日
、
同
じ
商
品
な
ら
ば
、
売
り
手
の
人
柄
や
、
商
品
に

込
め
ら
れ
た
思
い
を
伝
え
る
人
か
ら
手
に
取
り
た
い
と
人
々
が
思
い

始
め
て
い
る
。
既
に
十
数
年
来
、
物
語
性
の
無
い
商
品
は
売
れ
な
い
こ

と
を
伝
え
続
け
て
き
た
。
そ
の
作
り
手
・
売
り
手
の
物
語
が
ツ
イ
ッ

タ
ー
と
い
う
新
し
い
ネ
ッ
ト
の
仕
組
み
で
流
れ
始
め
て
い
る
。

電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
が
無
い
企
業
は
成
立
し
な
い
。
が
、
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ

が
売
上
を
伸
ば
し
て
く
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ツ
イ
ッ
タ
ー
と
売

上
の
関
係
は
、
本
質
的
に
は
こ
れ
と
同
じ
も
の
な
の
だ
。

ツ
イ
ッ
タ
ー
だ
け
で
は
な
い
。
ネ
ッ
ト
上
、
あ
る
い
は
Ｉ
Ｔ
関
連
業

界
で
は
、
今
ま
さ
に
革
命
的
な
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を

駆
使
で
き
れ
ば
、
過
去
特
定
の
グ
ル
ー
プ
に
握
ら
れ
て
い
た
情
報
が
、

一
気
に
大
衆
の
も
の
と
な
り
、
マ
ス
コ
ミ
報
道
、
政
治
や
民
主
主
義
の

あ
り
方
ま
で
も
変
革
せ
ざ
る
を
得
な
い
環
境
が
整
え
ら
れ
る
可
能
性

も
あ
る
。

画
期
的
な
仕
組
み
が
提
供
さ
れ
る
と
、
そ
れ
を
使
っ
て
新
た
な
試
み

が
起
こ
る
の
は
必
然
と
も
い
え
る
。
し
か
し
、
商
売
の
本
質
を
見
失
っ

て
い
て
は
新
し
い
道
具
の
価
値
も
無
い
。
自
ら
が
創
造
し
扱
う
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
は
、
ど
う
世
間
の
役
に
立
つ
も
の
な
の
か
、
自
ら
の
存
在
意

義
と
、
作
り
手
・
売
り
手
の
人
柄
の
魅
力
は
何
処
に
あ
る
の
か
、
自
ら

は
人
か
ら
信
用
し
て
も
ら
え
る
考
え
方
や
言
動
を
取
っ
て
い
る
の

か
…
。
こ
れ
ら
が
怪
し
い
よ
う
で
は
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
使
お
う
も
の

な
ら
逆
に
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
自
ら
の
薄
さ
を
見
抜
か
れ
て
し
ま
う
で
あ

ろ
う
。
政
治
家
・
マ
ス
コ
ミ
と
て
同
じ
こ
と
だ
。

げ
に
、
面
白
い
世
の
中
に
な
っ
て
き
た
。

寄
稿
『
私
の
夢
は
北
海
道
の
町
お
こ
し
』

東
京
神
田
ス
ー
パ
ー
カ
エ
デ

青
山

和
江

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

(

あ
お
や
ま

か
ず
え)

一
九
七
三
年
五
月
生
ま
れ
。
二
十
六

歳
ま
で
北
海
道
で
は
ぐ
く
ま
れ
た
。

三
十
歳
で
ス
ー
パ
ー
経
営
の
主
人
と

結
婚
。



私は今大学連携支援事業のプロジェクトマネージャーをしています。大学連携とは文科省

が主催する助成金事業で、複数の大学を連携させて互いの強み活かした教育プログラムをつ

くろうというものです。まあ将来的には「増えすぎた大学をどうまとめていくか?」という狙

いもありそうですが。私はその某大学間の大学連携で、「地域医療・福祉における問題解決

プログラム」というテーマで両学の学生向けに、行政や市民にも参加をしていただいて地域

の問題解決プロセスをカリキュラム化する取組をしております。

その中のプロジェクトのひとつに、神奈川県逗子市を対象とした「逗子はつらつネットプ

ロジェクト」が現在佳境をむかえております。本プロジェクトを簡単に説明すると

・逗子市民の総合病院志向が強く、周辺の総合病院と地域医療の棲み分けが進まず

・その結果として、かかりつけ医を持つ市民の割合が46％と低い※東京都の平均は70％超

・かかりつけ医を持ってもらい医療の役割分担を進めるには、地域医療資源を知ってもらう

ことが重要

・また、高齢化率27％と高齢化が進む逗子市では介護を支える家族の問題が顕在化しており

医療と福祉が統合された情報提供が今後重要なキーワード※行政の縦割りから市民目線へ

という論理展開の基、逗子市民に対して「医療と福祉のワンストップ型情報提供サービス」

です。現在大学生約10名とともに、サイトの企画設計から調査企画、施設評価などを行う

フィールドワークを進めています。

ここ最近2週間ほどは、20歳前後の大学生達と逗子をかけずり回ったり、取材をしたりと

密度の濃い時間を過ごしています。そんな中で“おっ”と思うことが2つありましたので、是

非皆さんに共有させていただきます。

(1)「知らないからできない」のではなく「知ればできる」

大学生だから、「仕事ができない」、「何も知らない」なので「任せられない」と決めつ

けていた私は「いまどきの大学生」という先入観で彼らを見ていました。そんな私の不遜な

態度もあってか、プロジェクト開始当初の学生はモティベーションも低く、授業に参加する

人数もまばらな状態でした。ですが、お互い時間を共有し、打ち解けていく中でわかったの

が「今は知らないだけ」ということでした。彼らはみんな「知りたい」のです。社会がどう

なっているのか?働くこととは何なのか?誰を幸せにするための人生なのか?を。私達大人が

経験や知識を伝え、彼らの血肉にさせていく役割を放棄してはいけないことを学びました。

(2)信じて任せればものすごいスピードで成長していく

私も10代(20年以上前ですが)のころは「しらけ世代」と言われた世代です。何に対しても

無関心で、やる気が見えてこない。それは、今の若い世代に対して言われていることと同じ

かも知れません。しかし、つい3日前に医療施設への取材申込の電話を学生にさせました。最

初は「怖い」、「恥ずかしい」と嫌がってましたが、簡単なトークマニュアルを作ってあげ

てトライアルさせたところ、順調に取材アポをとっていきました。そこで「その経験を皆に

伝えるためのトークスクリプトを作ってみれば?」と促したところ、うれしそうに作り始め、

翌日には皆に教えている姿がありました。

時代に関係なく、若者は「だれから頼りにされている」、「任されている」、その結果と

して「達成感を得られる」ことを求めています。私達もそれを上の世代から教えてもらって

今があるのだと思います。

今、私は非常に清々しい気持ちで若いみんなと仕事ができています。

iPadを買ってから4カ月過ぎて、ダウンロードしたアプリの数は200本近く

になった。そのしかも90％以上は無料のアプリ。無料と言ってもそのクオリ

ティは侮れない。こんなクオリティのアプリが何故無料なのか良く分からな

い。一体どうやって儲けるようにしているのだろうか？

今のところ、iPadは仕事というより趣味の世界での利用が中心となってい

る。一応iPad用のワード、エクセル、パワポと言われる。ページーズ、ナン

バーズ、キーノートは３本全部買っても3600円だったので購入した。でもほ

とんど使っていない。やはりビジネス用の企画書を書く時は、PCじゃないと

い今の僕には難しい。

iPadは、電源を入れると瞬時に使えるようになるので、もっぱら朝起きがけ

のメールチェックと、Web上でのニュースチェックに活用している。新聞を取

らなくなり、テレビもほとんど見なくなったが、全く不都合を感じていない。

毎朝大体朝5時半前に起きる。起きてから寝床に寝転びながらメールチェッ

ク、Web閲覧、twitterの拾い読みと、約1時間ばかりごろごろしながらiPad

を活用している。iPadがチトばかし重たいのが玉にきずというところ。

iPhoneと iPadを持つようになってから、ポッドキャストにハマっている。

ポッドキャストとは、アイポッド向けのブロードキャストの略だそうだ。ベー

スはラジオ放送なんだけど、中には映像ものもある。しかも大半が無料。ジャ

ンルもビジネス、アート、コメディ、教育、政治、テクノロジー、etc・・・

と多岐にわたっている。

映像ものでは東大の授業が結構充実した内容で豊富にそろっている。アメリ

カの大学の授業は、ハーバードだろうがMITだろうがほとんど網羅されてい

る。英語が分かるなら、興味があるものは片っ端から見たいのだけど、残念な

がらこれはかなわぬ夢。でも東大の授業は、かなりの数をダウンロードした。

宇宙論とか量子力学とか心理学とか色々あって結構面白い。

噂によると中国ではiPedというiPadのバチモンが売られているらしい。価格

は何と日本円にして9600円。さすがバチモン天国の中国だ。OSはアンドロ

イドで、十分な機能を持っているようだ。これが日本に入ってきたらバカ売れ

すると思う。

著作件や特許権の問題で、すぐには日本に入ってこないだろうけど、要する

に市場価格1万円未満の価格でiPad的なタブレット端末を作ることができると

いうことだ。

こんなものが9600円で売られていたら、皆さん衝動買いしませんか？ お

そらく、もう間もなくに現実になりますよ。

『 iPad買っちゃいましたのその後 』

(株)アスリック プロジェクト推進部 五十嵐 政信

『 大学生とのお仕事 』

ＳＯＳ代表 川畠 嘉浩



ことをいつも考えていた。人それぞれにいろんな見方がある、それも

ただ一つの見方をするのではなく、あーじゃないかな？こうじゃない

かなーとか。それが訓練になっていったと思う。

僕は湯布院に来てからはレストランの仕事を終えて、夜９時半ごろ

からいつも天井桟敷（亀の井別荘の喫

茶）に行っていた。ポケーっと眺めてい

た。由布院のまちづくりって？リゾート

の魅力って？何かなー、それはあの丸

テーブル（酒樽の底を利用している）に

あるかなと思っていた。まず傷物の古伊

万里の鉢がある、それに野の花が投げ入

れてある。鉢は一級品じゃない、でも時

代はある元禄のいいものだ。その時代の

できそこないで、まして傷物でそれほどの価値はない、でもねあれを

見立てて丸テーブルに置いて、菜の花を投げ入れてある、あれに由布

院のセンスが凝縮されている。そこを囲んで浴衣姿のご夫婦が丹前を

羽織って静かに時を楽しんでいる。一方ではまちづくりに熱心な方々

が議論をしている。空気がいい、こうした場で時を一緒に過ごせるこ

とが楽しみでもある。その出会いの場を天井桟敷はつくったというこ

とで、まさにこれがね、由布院の良さと思った。だからこれを僕も実

現したいなーと思った。

＊＊＊藤林さんを亡くした由布院のダメージは相当に大きい。

この藤林さんが由布院に来た理由は一つ。

中谷健太郎さんがいるから それだけ。

彼らと同じ場所、同じ時を過ごすことができたことを誇りに思うし、

何より藤林さんの喜びだった。

このところの由布院のセンスをリードし

てきたのは山荘無量塔の藤林さんだと思

う。その姿が今はない。でもきっと氏の魂

は皆の胸の中に刻み込まれ、生き続けるだ

ろう。藤林さんだったらどう考えるだろう

か？どうするだろうか？また教えて欲し

い。合掌

『富士の国から ～大魔神のたび～ 』

静岡県 溝口 久

７月末、由布院の山荘むらた無量塔の主

の藤林さんの訃報が飛び込んだ。４月にお

会いしたときには、体調思わしくないのに

もかかわらず、自宅の建築のこととその周

辺のこれからの計画について目を輝かして

話してくれた。その藤林さんが亡くなった

のだ。

由布院の名旅館と言えば亀の井別荘、玉

の湯が上げられるが、昭和58年に日田から由布院にやってきて喫茶店

からはじめて、食事処をやり、平成に入り旅館「山荘無量塔」を建て

る。その無量塔が数年後には亀の井別荘、玉の湯と肩を並べる極みの

旅館になった。その後、藤林さんは由布院

温泉地内だけでなく東京の大分県のアンテ

ナショップ、サービスエリアの飲食施設の

プロデュースをしていくことになる。その

建築、商品、営業センスは並外れていた。

氏の建築の前では自分が一級建築士であ

ることなんぞ恥ずかしくて言えなかった。

そのセンスの源は？と本人に尋ねたこと

がある。

＊＊＊20代に喫茶店をやりながら、よく繁盛しているお店を見に

行っていた。ちょうどその頃、地方にまでコーヒー専門店というスタ

イルが広まって、木を生かした雰囲気のいい専門店がいっぱいでき

た。何でここはこんなに居心地がいいのか

なー。

例えば木であってもきれいに削ってある

のではなく荒っぽくノミの跡があったりし

て、こうした手仕事が生み出す暖かさがあ

るのかなとか、色にも濃淡があったり、、

これが目に優しい空間を作るんだなとかい

ろいろなことを考えた。なんでかなという


